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ヤエヤマギンポの生活史と繁殖戦M豊

安房田智司(種の多様性研究グループ゜2005年３月～2006年３月）

一般的にイソギンポ科魚類の雄は雌よりも大き

く､繁殖期には体色や尻鰭などに顕著な雄的形質

が現れる｡雄は岩穴などに繁殖巣をかまえ､雌が

その巣を訪れて産卵するなわばり訪問型一夫多

妻の配偶システムを持つ｡雄は卵保護を行う｡こ

れらの種では多様な代替繁殖戦術が見られるこ

とが報告されており､繁殖戦術の進化の研究をす

るにはいい材料である｡また､精巣には他の魚類

ではあまり見られない精巣附属器官が発達する

といった特徴を持つ｡附属器官は雄性ホルモン合

成に深く関わり､より雄的な形質を持つナワバリ

雄はスニーカー雄に比べ､附属器官が発達するこ

とが知られている。

本研究ではイソギンポ科魚類の一種ヤエヤマギ

ンポ(Sa/EMias泊sdatus)を対象とし､沖縄県瀬底島

での周年の野外採集を行い､本種の生活史やオス

の代替繁殖戦術を明らかにすることを目的とした。

ソポ科魚類に比べ､'性的二型の程度が小さいこと

が明らかになった。

雄の代替繁殖戦術はあるか？

代替繁殖戦術を持つイソギンポ科魚類の特徴

として次の3点が挙げられる｡スニーカー雄はナ

ワバリ雄に比べ(1)体長が小さい､(2)精巣投資

舅が多い､(3)精巣附属器官がはるかに小さい｡そ

こで､繁殖期の雄の体長､精巣投資量､精巣附属

器官の大きさを調べ､上記３点を検討した｡雄の

体長と精巣投資舅には関係性が認められず､小さ

い個体が精巣に多大な投資をしているわけでは

なかった｡しかし､本種は他のイソギンポ科魚類と

同様に精巣附属器官が見られ､大型個体のみが

非常に発達した附属器官を持っていた。

精巣投資舅の結果からは､本種は代替繁殖戦術

を持たない可能性が高いと結論づけられるが､附

属器官の結果からは代替繁殖戦術が有ると予想

される｡この一見矛盾した結果を説明可能な仮説

として､次の３つが考えられる｡1.なわばり雄もス

ニーカー雄もスニーキング`を行う｡２スニーキン

グi戦術ではなくサテライト戦術を持つ｡ａ小さな

雄でも巣穴を持てる｡含後､繁殖期の詳細な行動

観察を行うことで､ヤェヤマギンポの繁殖戦略が

解明されるだろう。
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ヤエヤマギンポの繁殖期の推定と生理的コン

ディションの季節変化

沖縄早瀬底島の瀬底ビーチにおいて､2005年

１０月から２００６年１２月までの間､月1-2回､ヤエ

ヤマギンポの採集を行った｡採集後はラボに持ち

帰り､生殖腺の発達具合や体重の季節変化を調べ

た｡雌の卵巣の発達具合の季節変化により､本種

の瀬底島での繁殖期は４－６月と推定された｡体重

は雌雄とも繁殖期間中に低下したが､雄は繁殖期

後半に著しい低下が見られた｡これは雄の卯保護

によるものだと考えられた。

Ｉ性的=型の程度

雌雄の体サイズに違いはなかった｡オスはメス

に比べ雷鰭第二鰊が伸張するというI|生的二形が

見られたが､他に顕著な性的二形は認められな

かった｡これらの結果より､本種は一般的なイソギ ヤエヤマギンポ(Sa/a"ａｓ治Ｓｃ/ams）
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